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がんばろう
末　埼！

津波なんかに
負けない！

Fデジタル公民館まっさき』再スタート

霞ヶ関ナレッジスクエア代表　久保田7司

平成24年8月15日日文科省く復興庁）に採

用されたr学びを通じた被災地コミュニティ再

生支援事業」「大船渡市“デジタル公民館’’ま

つさきjは、3月未をもって終了します。パソコ

ンよろず相談、竹とんぼ教室などにご参加い

ただいた皆様、養殖わかめ事業やまっさきの

地域情報の取材に協力いただきました皆様、

本当にありがとうございました。平成25年4月

以降の活動につきましては、新たに音ケ関ナ
レッジスクエア自主事業として5月より再スタ
ートとなり、パソコン講習、コミュニティ再生、

地域情報発信などに取り組む計画です。スケ

ジュールは改めて「館報まっさきj等でお知ら

せします。なお、3月までの活動内容について

は「デジタル公民錮まっさき」のホームページ

（http：／／www．maSSakijp／）で公開しておりま

す。みなさんアクセスのうえご感想等お寄せ
いただければ幸いです。また、今後の活動の

参考にするため、住民の方のアンケート調査
もネット上で実施中ですので、回答協力のほ
どよろしくお願いします。

末崎の風土散策（9）
～啄木の辿った末崎道～

石川啄木が学友8人と、盛岡中学3年の夏（明治33年
7月23日）気仙地方を旅した様子が「船越日記」に書き
残されている。「・・・高田松原から小舟を雇って小友境
の浜に上り小友村ヲ通ル此ノ辺り道路迂曲六ヶ敷ク里人二
間フ事数回ナリ坂3ツ許り過グレバ大船渡湾口ヲ見ル海岸
二下り海水浴ヲナシ更ラニ丸森峠ヲ上る、上二茶屋アリ・
・・」日記には未崎を辿った詳しい道の様子は書いてない

が、小友境の三猿峠（一）を越え愛宕神社登り口前を通っ
て、オモト茶屋後を過ぎ赤坂を下り、更に鹿田茶屋前を経
て小坂を登る、昔は堰の田の池から桶で水を引いたので、

た高台（峠）の平林（二）に至り、これか
平の集落を北に進み、中野川を渡ってまた登ると

金を適い撮り
が鎮座する頂き（三）で、大船渡湾が遠望で

たの

漁船

ると細浦で
に聞いて
県外から
。そして一行の統率者冨田先生が、7
ら4年間、この細浦の「橋本崖」を船
で、もうか旗の操業をするとは予想も
われる。やがて峰岸岩脇鼻から浜沿い
る船河原海岸に着き、土塊に塗れた衣
に飛び込んだことでしょう。冨田先生
人で、美事に抜き手を切って生徒を驚
る。海水浴に満足した8人は「見返り松J

後の急坂を登
り、村境にあ
る「丸森茶屋」

で
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